
「イノベーション25」中間とりまとめの概要  

Or中Ⅶとりまとめ」の位t付け（縫縞とす徽の予定、担当大臣の患い）  

○伊野辺（イノベ）蒙の1日（2026年の日本の妻のイメージ）  

○未来を視る、未来を創る  

○グロー／くル鴫代と世界惰t化  

○グロー／くル時代の日本の立■と課t  

○イノベーションを起こす条件：ダイナミズムに暮む社食  

0イノベーションのカギは人づくり：「出る椚」を傭lます  

0我が声の人口減少・高齢化の■遽な道よ  

○地ヰの持♯可能性を書かす書1の増大  

○矧■社食・ネットワーク社食及びグロー′くル他の爆発的遭よ  

・′○グロー／くルな大♯●時代の中で、持儀的な♯済成長には科攣技術・サービスの新しいずt■達による生産性向上が不可欠、l  

0霹1（環境・省エネ・高齢化など）に集馳こ挑戦することが、日本の暮かな生活■縫済成層虐支え、せ界にも十♯  

○ハンディの♯小により■人の能力を存分に発揮できる社食の創逢が可能（例：■気、書簡、榊などの重を科学技術と新しい：  
サービスで打破）  

20年後の邑本と世界を農空しつつ、科学者や四民  

の意見需を蓼考としてイノベーションを擾示  

く例＞  

0カプセル1艦で義ながら■■■断  

0走れば走るl蒙ど生気を■tにする書  

0地書先生tの15秒千■対応Iこよりt牲著が濃土 他  

イノベーションで達成さ  
れる2025年の社会  

＝∋  

21世紀の世界のモデルとなる田本   

0生濃■■な杜さ   

0安全・安心な社食   

○多糠な人生を逃れも杜■   

○せ界釣■■鱒決に■離すも杜虫   

0廿鼻に■かれた社食  

社会イノベーション  人材イノベーション  

0海外の若者との交流を拡大し、多糠   

性を受け入れ、出る放となる「人」づく   
り  

○嶋広い知放と深い書M性を書する  

「人」づくり  

○鶉外からt芳な人材を受け入れる環   

境の亜●  

○せ界の頭脳が♯まる研究拠点の強化  

0生活肴の視点に立脚した、ライフサイエ   

ンス、汀、エ事、寸壇・エネルギー、サー   
ビス科学を融合した新たなプロジェクト   
の推進  

0環境・エネルギー同書専、せ界的繹■   

の解決を目指した日本主書の科学技術   
声陣協■プロジェクトの椎遺   

0「サービス産業のイノベーション」1，出に   

向けた寸♯轟■  

0セーフハーバー・ルール贅讐、規憫を■   

和し、イノベーションを促進する社食制   
よづくり   

※免責条項を明確化してチャレンジを促すルール  

0特区■よの活用や政府による初期書   

事の創出など、イノベーションを誘発す  

」  る新たな制度の構築  

胃民生活や生よ性の向上を目指し、■儀方面の協力を得て5月未までに■体化すべ者数十靡層  

0環♯を綴済成轟と国際暮♯のエンジンに  0次世代投責倍増（著書への投責、汀利用拡大に向けた取錮み）  

○大学改羊  020年後のイノベーション押花に向けた科学技術投士の抜本的嘘廣  

○イノベーション創出・促遭に向けた各種規制H腋度リレールの見止し  

し竺  に向けた推進体制の生傷  
ノ  ＿＿▼、、＿▼＿＿＿＿＿∴   
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厚生労働科学研究費補助金又は競争的資金制度全般に対する  

総合科学技術会譲の指摘事項又は問題提起について  

（事務局まとめ）  

Ⅰ．「平成19年度概算要求における科学技術関係施策の優先順位付けについて」のう   

ち、「平成19年度概算要求科学技術関係施策のうち厚生労働科学研究費補助金に   

該当する施策について共通事項」（抜粋）   

1．多くの課題に細切れになっており、各施策の目的・内容を精査し、効率的運用の観点から  

その再構築の検討を進められたい。  

2．規模を考えると、その実態及び再構築の検討方向を勘案しつつ、独立した配分機関にその  

配分機能を委ねる方向で検討を進められたい。  

3．現在、取組中の交付時期の早期化の更なる促進と、間接経費の拡充に努められたい。  

4．公的研究費の不正使用等の防止に関する取組について（共通的な指針）」（平成18年総合科  
学技術会議決定）に則った戸取組について具体的な検討を進めるなど、不正使用等の防止  

に留意ありたい。  

Ⅱ．「科学技術の振興及び成果の社会への還元に向けた制度改革について」（抜粋）  

1．繰越明許費制度の活用促進及び周知徹底   

（1）繰越事由の要件を現場に周知徹底するとともに、繰越の運用実態を各機関等が幅広く  

共有するよう、取組を進める。  

2．研究費の交付時期の早期化   

（1）研究費の継続分については、原則年度開始当初に交付する。   

（2）厚労科研費について、 9月時点で9割以上の交付決定通知を行うことを目標として、  

その早急な実現に取り組む。   

（3）厚労科研費の外部機関への研究費配分事務の移管（FA化）についても、利益相反の  

疑いを招かない公平・透明なFAの在り方の検討を進めつつ、平成22年度の目途に  

段階的に業務の移管を推進し、交付時期の更なる早期化に取り組む。  

3．公正で透明な資金管理体制の確立  

（1）大学等研究機関においては、経費の管理・監査体制を整備し、公正で透明な資金管理  

体制を確立する。  

資金配分機関においては、研究費配分ルール作りやその徹底、研究機関の責任の明確  

化等を進めていく。また、公的研究費の使用に関する研究機関からの問い合わせに対  

して、資金配分機関が迅速かつ分かりやすく回答する体制の整備に努める。  

研究機関、資金配分機関は「公的研究費の不正使用等の防止に関する取組について（共  

通的な指針）」（平成18年8月31日総合科学技術会議決定）に基づき、上記取組を具  

体的に推進する。  

Pll   



「平成19年虔概井要求における科学技術関係儒儀の優先付け」対象施策一美（厚労省）  

2  創薬基盤推進研究（ヒトゲノムテーラーメード研究）   医政局研究開発振興課   

3  創薬基盤推進研究（トキシコゲノミクス研究）   医政局研究開発振興課   

4  創薬基盤推進研究（疾患関連たんばく質解析研究）   医政局研究開発振興課   

5  創薬基盤推進研究（政策創薬総合研究）   医政局研究開発振興課   

6  創薬基盤推進研究（生物資源研究）   大臣官房厚生科学課（実施より研発課に移管済み）   

7  創薬基盤推進研究（生体内情報伝達分子解析研究）   医政局研究開発振興課   

8  医療機器開発推進研究（ナノメディシン研究）   医政局研究開発振興課   

9  医療機器開発推進研究（身体機能解析・補助・代替機器開発研究）   医政局研究開発振興課   

10  臨床応用基盤研究（治験推進研究）   医政局研究開発振興課   

皿  臨床応用基盤研究（臨床研究基盤整備推進研究）   医政局研究開発振興課   

12  臨床応用基盤研究（基礎研究成果の臨床応用推進研究）   医政局研究開発振興課   

13  臨床応用基盤研究（臨床試験推進研究）   医政局研究開発振興課   

14  長寿科学総合研究   老健局総務課   

15  子ども家庭総合研究   雇用均等・児童家庭局母子保健課   

16  第3次対がん総合戦略研究   健康局がん対策推進室   

17  循環器疾患等生活習慣病対策総合研究   健康局生活習慣病対策室／医政局指導課   

18  感覚器障害研究   社会・援護局障害保健福祉部企画課   

19  エイズ■肝炎・新興再興感染症研究   健康局結核感染症課／疾病対策課   

20  免疫アレルギー疾患予防・治療研究   健康局疾病対策課   

21  こころの健康科学研究   障害保健福祉部企画課   

22  難治性疾患克服研究   健康局疾病対策課   

23  医療安全・医療技術評価総合研究   医政局総務課   

24  食品医薬品等リスク分析研究（食品の安心一安全確保推進研究）   食品安全部企画情報課   

25  食品医薬品等リスク分析研究（医薬品・医療機器等レギュラトリーサイエンス総合研究）  医薬食品局総務課   

26  食品医薬品等リスク分析研究（化学物質リスク研究）   医薬食品局化学物質安全対策室   

27  健康危機管理－テロリズム対策システム研究   大臣官房厚生科学課   

28  独立行政法人医薬基盤研究所（保健医療分野の基礎研究推進事業費）   医薬基盤研究所   

29  独立行政法人医薬基盤研究所（医薬品等の研究開発に対する／くイ・ドール委託費）   医薬基盤研究所   

30  がん研究助成金   医政局国立病院課   

＊評価のヒアリング対象は、新規又は、継続かつ10億円以上   



厚生労働省所管の研究機関  

1 国立試験研究機関  

（1）国立医薬品食品衛生研究所  

（2）国立保健医療科学院  

（3）国立社会保障・人口問題研究所   

（4）国立感染症研究所  

2 国立高度専門医療センターと一体化した研究機関  

（1）国立がんセンター研究所  

（2）国立循環器病センター研究所  

（3）国立精神・神経センター神経研究所  

（4）国立精神・神経センター精神保健研究所   

（5）国立国際医療センター研究所   

（6）国立成育医療センター研究所   

（7）国立長寿医療センター研究所  

3 施設等機関個立医療機関を除く。）と一体化した研究機開   

国立身体障害者リハビリテーションセンター研究所  

4 独立行政法人研究機関  

（1）独立行政法人国立健康・栄養研究所  

（2）独立行政法人医薬基盤研究所  

（3）独立行政法人労働安全衛生総合研究所  
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平成19年鹿科学技術関係  

予井（未）について  
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平成19年度の厚生労働省の科学技術研究の  
推進の基本的考え方  平成19年度当初内示   

科学技縮関係予凛  

1315鹿円（1308億円・＋0．5％）   
う与厚生労働科学研究費補助金   

428億円（428億円・ 同根）  

（1）生活習慣病対策とこころの健康の推進  

47億円（46億円）  
く2）がん予防・診断・治療法の開発  

62億円（55億円）  
（3）生涯を通じた女性の健康の向上・   

次世代育成  7億円（7億円）  
（4〉介誌予防の推進  14億円（16億円）  
（5）免疫・アレルギー疾怒の克服  

13億円（12僚円）  
（6）障害・難病等のQOL向上 33億円（32億円  

第3期科学技術基本計画  

分野別推進戦略  
■戦略重点科学技術   

「臨床研究・臨床への橋渡し研究」   

「標的治療等の革新的がん医療技術」   

「新興・再興感染症克服科学技術」 など  

■研究開発の推進方策   

「臨床研究推進のための体制整備」  

（1）新興・再興感染症対策等の充実  

59億円（54億円）  
（2）食の安全の確保  

15億円（14億円）  
（3）健康危機管理対策の充実  

6億円（7億円）  
（4）医療等の安全の確保  

33億円（39億円）   

理
念
の
実
現
、
 
 

戦
略
の
推
進
 
 

に
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「安全の確保のためのライフサイエンスの推進」  

厚労省が主体的に取り組むぺき分野の研究及び体制  

整備の一層の充実を図る。  



厚生労働省の臨床研究等の推進に向けた取組み  

国民を憾ます病の克服や、元気に暮らせる社会の実現に対するニーズは高い。  
モのため画期的新薬等の国民への迅速な提供を目指す研究及びその基盤整備を進める。   



平成19年度厚生労働省科学技術関係予暮鼠（稟）の義手  
（単位：百万円）  

平成18年度  
区  分  差引  備  考   

予算額   

科学技術振興費  109．776  111．763   1，987  101．8％  

科学研究費補助金  42．790  △1  

康安全の確保  

新興・再興感染症研究緑黄  2．326   2，396  70   

イズ対策研究経費   2，013  2．073   新興・再興感染症対策等の充実  

肝炎等克服緊急対策研究経費   1，093   1，426   333  130．5％  

医療安全・医療技術評価総合  1．317   医療等の安全確保  

究経費  

食品の安心・安全確保推進研究経費  1，ヰ48  1，491  43  

康安心の推進  

第3次対がん抱合戦略研究経費  3．606  3．946  340   

モん臨床研究経費   1．923   乙232   109．4％   
循環器疾患寄生活習慣病対策  2，385  2．721  336  

般  生活習慣病対策とこころの健康の推進  

ころの健康科学研究経費  2，223  1，954  

端医療の実現  

再生医療等研究経モ（仮称）  927  797  

A コミ  6，505   先端医療実現のための基盤技術の  

医療機拳闘発推進研究経費（仮称）   乙592   2．760   168  106．5％  
開発  

医療技術実用化総合研究経費（仮称）   3．274  4．130   臨床研究（治験）基盤の整備の推進  

康フロンティア戦略関連経費（再掲）   23．260  23，750   490  102．1％  「※Jの研究経費分も再掲  

計  28．424  30．425   2．001  107．0％  国立試験研究機朋、独立行政法人運営経  
費  

患治療研究費補助金   24．251  24，962   711  102．9％  

性特定疾患治療研究費   11，506  10．804  △702   93．9％  

他   2．805   2．784  △21   99．3％  結核・放射線影響研究所補助金  

（10）  125．0％  評価の推進  ち健康フロンティア戦略関連経費  （40）  （50）  
そ の 他  1．461   1．451   △10  99．3％  

小  計  111．237  1】3．124  1，887  101．7％  

国立がんセンター東病院臨床開発セン  
皿  国立高度専門医療センター  10，558   9．794  △764  92．8％   ター、国立循環器廟センター研究所等経  
立  
鳥  費     b  
虞  
卓  汚ち健康フロンティ7戦略関連経費  （815）  （59ヰ）  （△221）  72．9％  
門  
匿  
●  がん研究助成金等   4，1ヰ4  4．024  △120  97，1％  
セ ニノ  
タ   国立高度専門医療センター治療研究費   259   254   △5   98．1％  
特  
食  

小  計  14．961  14，072  △889  94．1％  

医薬品、医療用具等の開発に関する研究  
1．ヰ00   1．200  △200  85．7％  

産 投 特 会  医薬品等の研究開発に対する′くイ・ドール委              託費  ドール方式による支援を行うもの   

労  

保  （労働保険特別会計）  3，161   3，043  △118   96．3％  独立行政法人労働安全衛生研究所に必  
特  要な緑黄等   

計  130．759  131．529   770  100．6％  

健康フロンティア関連経費 合計  

フロンティア関  フロンティア  
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平成19年度 厚生労働科学研究費補助金予算額（案）の概要  

r嵐イ廿・羊円1  

平成18年震  
事  項  差引  備 考   

予豊富吉   比率ー％）  

厚生労働科学研究費補助金   42，789，535  42．788，935   △600   100．0％   

［Ⅰ．行政政策研究分野］   l，180，435  l，089，334  △9l，101   92．3％   

（1）行政政策研究経欝   782，478   659，540  △12二：，938   84．3％   

ア．政策科学総合研究経費   587，583   470，（婚6  △117，517   80．0％   

イ．社会保障国際協力推進研究経費  194，895  189，474  △5，421  97。2％  

組智ウ．国祭健康危機管理ネットワ←ク強化研究経費  0  0  0  健康危機管理対策総合研究経費（仮称）に組替  

（2〉厚生労働科学特別研究経費  397，957  429，794  31，837  108．0％   

［Ⅱ」草生科学基盤研究分野］   13，298，111  12，992，409  △305，702   97．7％   

（1）先端的基盤開発研究経費  10，023，731  88．4l  

組替ア．ヒトゲノム・再生医療等研究経費  0  0  
0  再生医療等研究経費（仮称）、創薬基盤推進研究経費  

（仮称）に組替  

組替イ．萌穿的先端医療技術推進研究経費  0  8  
0  磨r」薬基盤推進研究経費（仮称）、医媒舶開発推進耕  

究経費（仮称〉に組善   

組琶り．身′本機能解析・補助・代替機器開発研究経費  0  0  0  医療機器間発推進研究経費（仮称）に組蓉   

阻替エ．創薬基盤総合研究経書  0  0  0  創案基盤推進研究経費（仮称）に組替   

改 オ．再生医療等研究経費（仮称）  926，776   797，027   86．0％                                  ヒトゲノム・再生医療等研究経費より租替   

新 九創；藁基盤推進研究経費（仮称〉   6，504，989  5，305，588  △1，199，401   8l．6も  ヒトゲノム・再生医療等研究経費、萌芽的先端医療技術  
推進研究経費、倉り薬基盤総合研究経費より組替   

新 キ．医環挽器開発推進研究経費（仮称）   2．591，986  2，759，748   167，780   106．5％  萌芽的先端医療技術推進研究経千、身体機能解析・  
補助・代替機器開発研究経費より組替  

（2〉臨床応用基盤研究軽費  3，274，380  855，668  12t∋．1％  

組香ア．基張研究成果の臨床応用推進研究経費  0  0  0  医療技術実用化総合研究経費へ組替  

粗肴イ．医積技術実用化総合研究経費  3，274，380   855，668  12t5．1％        基礎研究成果の臨床応用推進研究経費より組蕃  

［Ⅲ．疾病・時事対策研究分野］   22，210，018  23．365，158  l．155，140   105．2％   

（1）長寿科学総合研究経費   1，581，975  l，360，499  △221，476   86．0％   

t2）子ど1）家庭総合研究経費   65乳025   677，766   19，74l   103．0％   

r3）第3次対がん総合戦略研究経費   5，5ヱ8，342  6，177，790   649．448   111．7％   

ア．第：l次対がん総合戦略研究経費   3，605，778  3，946，067   340，289   109．4％   

イ．がん臨床研究経費   l，922，564  2．231，723   309，159   116．1％   

（4）循環器疾患等生活習慣病対策総合研究経費   2，384，86l  2，721，155   336，294   114．1％   

ア．循環器疾患等生活習慣柄対策総合研究経費   1，499，889  1，759，626   259，737   117．3％   

イ．糖尿病戦略等研究経費   884，972   餅∋1，529   76，557   108．7％   

（5）陳害関連研究経費   784，206   752，820  △31，386   98．0％   

ア．障害保健福祉総合研究経費   275，122   220，098  △55，024   80．（：粍   

イ．感覚器障害研究経費   509，084   532，722   23，638   104．6％   

（6）エイズ・肝炎・新興再興感染症研究経費   5，431，580  5，894，528   482，948   10臥5％   

ア．新興・再興感染症研究経費   2，3Z6，245  2，396，032   69，787   103．仇   

イ．エイズ対策研究経費   2，O12，584  2，072，962   60，378   103．0％   

ウ．肝炎等雇服緊急対策研究経費   l，092，751  1，425，534   332，783   130．5％   

（7）免疫アレルギー疾患予防・治療研究経斎   1，220，454  1，257，068   36，614   103．0％   

r8）こころの健康科学研究経費   2，222，801  l，953，825  △268，976   87．9≠   

（9）難治性疾患克服研究経費   2，397，774  2，569，707   171，933   107．2％   

［Ⅳ．健康安全確保総合研究分野］   6，100．97l  5，342，034  △758，937   87▲6％   

組替（1）医療安全・医療技術評価総合研究経費   1，307，796   915，458  △392，338   70．0％   

（2）労働安全衛生総合研究経費   254，297   203，438  △50，859   80．0   

（3）食品医薬品等リスク分析研究経費   3，821．584  3，646，319  △175，265   95．4％   

ア．食品の安心・安全確保推進研究眉儀   1，447，669  l，49l，099   43，430   103．0％   

イ．医薬品・医療機器等レキ▲ユラトリーサイエンス  

総合研究経費   788，050   807，235   19，185   創案基盤推進研究経費（仮称）に一部を組替  

ウ．化学物質リスク研究経度  1，585，865  85．0％  

組替（4）地域健康危機管理研究経費  0  0  0  健康危機管理対策総合研究経費（仮称）に粗肴  

改t5）健康危機管理対策総合研究経費（仮称）  717，294   576，819   80．4％   

改 ア．腱康危機管理・テロリス’ム対策システム研究経費  59，672  50，721  △8，951  
（仮称）  

国際危機管≡哩ネットワーク強化研究経費、医療安全・医療  技術評価総合研究経費の一部より組蕃  

たイ．地域健康危機管理研究経費  657，62：：  526，098   △13l，524   80．0％   地域健康危機管理研究経費より組菅   
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